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日本の家庭の
声と音とぬくもりは
何処へ

2004.10.13 熊谷RC会長 中山政美

い ず こ

 

 
 

 
 
会長  李 一孝 

 
皆さん今晩は 

本日は熊谷ロータリークラブ会長の中山先生には公

私とも大変お忙しい中、我々のために卓話においで

いただき有り難うございます。心より感謝申し上げ

る次第です。 

 先週 10月 8日佐谷田小学校で恒例のムサシトミ
ヨの越夏調査が行われました。雨で足下が悪い中、

多数の会員の御出席有り難うございました。 

さてロータリーの歴史のお話しですが、今日の

テーマは4大奉仕です。 
今のような4大奉仕という形はいつ頃できあがった
のでしょうか？1927年、ベルギーのオステンド大会
においてロータリーの組織管理の合理化が行われ、

Ｎｏ．１３ 

 

会 長 挨 拶 

本日のプログラム10月24日（日） 
移動例会 埼玉国体射撃大会観戦 

中山政美先生（中山産婦人科ｸﾘﾆｯｸ院長・熊谷RC会長） 

交換留学生・サンティロ・ローズさん 
 

卓話に聞き入る会員の皆さん 
 

プロジェクターでの熱心な説明 
 



理事会のもとにクラブ奉仕、職業奉仕、社会奉仕、

国際奉仕委員会を置き、理事をそれぞれの委員長に

充てるというようになりました。 

 それでは奉仕と言う概念を何故4大奉仕というこ
とで分けて、合理化を図ったのでしょうか？それま

では、ロータリー運動の実体を二つに分けて考えて

いました。それはクラブの中の活動とクラブの外の

活動です。クラブ内における活動は、会員が毎週例

会に集り、お互いが師となり奉仕の心を学んでいく

ことです。そして、そこで生まれた友情から親睦が

生まれてくるわけです。例会を通じて学んだ奉仕の

心はクラブの外で個々のロータリアンによって、奉

仕活動として実践しましょう、ということでした。 

 まとめて言いますと従来の考え方の特徴は、 

一番目にロータリーの理念を学ぶ場と実践する場が

明確に分けられておりました。 

二番目に奉仕の実践活動をする以前に、奉仕の心を

学ぶということが順序だてられていたことです。 

 理論と実践は車の両輪です。何れを欠くことも許

されません。 

理論の裏付けのない行動は単にエネルギーの無駄使

いです。ただし、理論の探究が優先され、行動の伴

わないロータリーも意味がありません。この理論と

実践をどのようにバランス良く維持していくか？こ

れがクラブ運営の難しいところです。 

 四大奉仕を採用することによって、ロータリーの

奉仕活動とクラブ管理運営がマッチして合理的にな

りました。しかしその反面ロータリーの理念を追求

する場が特定されなくなったので原理が軽視された

り、否定され易いという短所が生まれてきます。 

ロータリーの友を読んでいると「ロータリーとは」

というタイトルを良く目にします。100年も続いて

いるのに個々の会員はロータリーの本質を解ったよ

うな解らないような曖昧な状態になっているのです。 

多くのロータリアンが何か奉仕活動をやっているよ

うな気がするけど、ロータリーとはなんぞやという

事を明確に、社会に対して説明できなくなっている

のはこの辺に理由があるのではないかと思います。 

 これではロータリーが岐路に立った時、各ロータ

リアンが正しい判断を下すことはできません。これ

からロータリーは新たな世紀を迎えるわけです。こ

のへんでロータリーの本質を良く理解し、再確認す

る事がとても大切だと思います。皆さんとともに常

に学んでいきたいと思っております。 

 本日は中山先生の卓話を聞き、奉仕の心をさらに

高めていきたいと思っております。以上会長挨拶と

させていただきます。 
 
 
 
 
 

 
 
日本の家庭の 
 声と音とぬくもりは 
  何処へ 
 

熊谷RC会長 中山政美様 

 
日本で一番暑いまち 熊谷 
①凶悪犯罪の多いまち 
②過去５年間、県内で最も多く捜査本部を設置した

殺人事件は８件。 
③しかも毎年というのは熊谷署だけ。 
少年犯罪を問う前に大人の凶悪犯罪がそもそも

多いことを認識せねばなりません。 
熊谷というまちは犯罪の起き易い構造的な問題

を抱えているのでしょうか？市民一人一人が考

えなければいけない点だと思います。 
④熊谷というまちは新幹線が止まるようになって

から２０年間経ちますが、人口はほとんど増え

ていません。（１５～１６万人） 
⑤しかし世帯数は５年ごとの国政調査で毎回１０％

ずつ上昇。 
⑥中心市街地の人口は２０年前の７割以下である。

これは外部からの人口流入ではなく、分家した

世帯が市内に住み、核家族化が急速に進んでい

る現状なのです。 
⑦形式的で硬直した地域コミュニティ、分家した若

い世帯の住民は親世代の古いコミュニティに魅

力を感じていない。むしろ、反発している。 
⑧地域での新しい住民と古い住民との対立。 
⑨乱開発による建売住宅の存在が住民たちの間に過

度なストレスを抱え込ませている。 
⑩このような傾向は埼玉県北部・群馬栃木の県南部

に共通しており、これらの地域では暴力団の抗

争事件がしきりに起きています。 
これらが日本で一番暑い街 熊谷の一つの断面で

す。 
 
・かまって 
気にする かかわる 関与する 気を使って相手する
 世話を焼く 
 
昭和62～63年頃（１９８７～１９８８） 
およげたい焼きくん → かまって音頭 
 
かまって音頭 
ああー かまって かまって かまって 
パパ ママかまって ぼくにかまって 
みんなでかまって まいにちかまって 
かまって かまって 
かまってくれなきゃ やーあだ 

卓  話  



 
・・・中略・・・ 
 
だから 一日中 かまって 
かまって いっぱい かまって 
甘えん坊と言わないで 
ああー かまって かまって 
かまって くれなきゃ グレちゃうぞ 
 
1990年代の末頃から全国的に青少年の凶悪事件 
キレる17歳!! 
1997年 14歳の少年のサカキバラ事件（神戸） 
2003年7月10日 長崎の4歳幼稚園児誘拐殺害事
件・12歳中学一年男子 
2004年 6月 1日 長崎の佐世保の小学校 6年・女
子の同級生殺害事件 
 
朝がくると、台所からはあさげの支度をしているお

母さんの音 
鼻先をくすぐる味噌汁の臭い 
「いただきまーす！」 
「ごちそうさま！」 
「いってきまーす！」 
「いってらっしゃーい！」 
「ただいまっ！」 
「おかえり。」 
 
日本のどこの家庭にもあったあの声・あのぬくも

り・父や母はみんなどこへいってしまったのだろ

う？ 
私たち大人が便利な生活・金儲けのための生活を追

いかけることで一生懸命になりすぎたため、知らな

いうちに落としてしまったのでしょうか？あるいは

無くしてしまったのでしょうか？ 
 
家族が一緒にご飯を食べ、時にはテレビのチャンネ

ル争いをするような家庭は若者には〝ウザい〟と嫌

がられるかもしれないが、これが人間が主役の今ま

での日本の家庭の営み そして、親子のかかわりか

たであったのです。みなさんも振り返って思い出し

てください。 
 
日本のあの家庭はどこへ去ってしまったのであろう

か？ 
〝お父さ～ん！〟 〝お母さ～ん！〟 
皆さんには静かに目を閉じてもらいたい。するとセ

ピア色したあなたの狂おしいばかりの思春期や青春

期の姿が・・・。 
私たちの目の前にいる若者たちだって基本的には私

たちのセピア色した思春期・青春期と全く同じなの

である。 
だが、最近どうも何かが違っている事に私たち大人

は気がつき始めた！ 
 
それは、その背景にある日本の家庭の存在であるし、

そしてその宝物である子どもたち・若者たちの胸の

中にあるはずの〝愛〟と〝思いやりの心〟が育って

いないということが問題となっているということを。 
家庭内での相手の身になって考え、相手の幸せを願

う心 つまり〝愛〟そして相手の立場に立って相手

の気持ちをくみ取る能力 つまり〝思いやりの心〟

の伝承がきちんとなされていないことが原因？ 
 
親は、１００％の愛情を持って子供たち・若者たち

を育て上げることが当たり前であるし、最も大切な

ことでないでしょうか？ 
私たち大人が今ここで腰を据えて考えねばならぬこ

と。それは子供たち・若者たちの心の中の〝愛〟と

〝思いやりの心〟は、すべて親から 直に受け継ぐ

ことによってのみ育つという真実。 
その背景には「日本の家庭の音と声とぬくもり」が

常に存在せねばならぬこと。 
熊谷南RCの皆さん、心の中で一人一人が真剣に考
えようではありませんか？ 
 
「今の子は変わった」 
「今の子は不可解だ」 
こんな表現で大人たちは大切な問題を丸投げにしよ

うとしています。（どこかの国のプレジデントみたい

に） 
でも、これだけは、よしましょう。 
なぜならば、これから日本を背負っていく子供た

ち・若者たちの将来にかかわることなのですから。 
 
今の若者たちとセピア色した私たちの若者時代は、

全く同じで少しも変わっちゃいません。その言いた

い事、その行動は全く同じでその時の大人や時代背

景を映し出しているだけ。 
ですから〝愛〟と〝思いやりの心〟を大人としてき

ちんと次世代へ伝承することが重要になってくるわ

けです 
 
今、毎日のように報道されている傷ましくも悲しく

やりきれない若者たちの世界での事件。 
その背景には異常に発達した IT 化の波におぼれ・
漂う若者たちへの私たち大人の愛情が不足している

のが原因なのでしょうか？ 
 
〝愛〟⇔〝憎しみ〟 
   ↓ 
ホントは〝無関心〟 
 
ともあれ、この〝愛〟と〝思いやりの心〟を基に大

人は筋を通して 



本気で叱れ！ 
   本気で怒れ！ 
  本気で褒めろ！ 
     本気でかばってやれ！。 
子育・若者育は修行です。 
なめられたらどうしようもないのです。負けるわけ

にはいかないのです。 
 
親と子、親と若者との力関係をはっきりさせる土俵

なのです。 
是非、自分の子供だけではなく、他人の子供にも大

人としての声掛けと行動をはっきり示して欲しいの

です。大人は・家庭は・地域は・若者たちが社会に

出るために社会に通用するために色々なことを教え

る場所・伝える場所つまり土俵であることを忘れな

いで欲しいのです。 
 
以上のように、家庭の問題は極めて大切。しかし、

このような時代です。家庭だけをやり玉にあげても

問題はいっこうに解決しません。これは家庭・学校・

地域の総合的なパワーがぜひ必要なのです。若者た

ちに向き合い、かかわりあっている私たち大人がひ

とりでも増えることが求められているのではないで

しょうか？ 
 
子供たちや若者たちに限らず、大人同士でも声を掛

け合うとかを心がけるだけで、熊谷の町のコミュニ

ティは若々しく蘇り、町の雰囲気は必ずや変わって

いくと思います。 
私たち大人たちが身近なところから一歩踏み出して

歩き出すということが今の私たちが暮らしている熊

谷の町にとってぜひ必要な大人たちの心がけではな

いでしょうか？ 
 
熊谷南RCの皆さん 
今日から本物のおせっかいな大人になりましょ

う！！ 
原点に戻りましょう。 
  原点に帰りましょう。 
 
 
                                                                                                                    

 
 

幹事 棚澤 正行 

 

1. 地区より 
・ ポリオプラス賞について 
（ポリオのない世界のための奉仕賞） 
・2004国際ロータリー記念切手の販売について 
・彩の国 国際貢献賞の推薦について 
・100周年記念委員会のお知らせ 

2. 週間タイムス 
3.  熊谷西ロータリークラブより、会報 
4.  カウンセラーとして 
去る10月10日日曜日，サンティロ ローズさ
んが，李会長のお母さん宅より，上里の並木香

理さん宅へ引っ越しました。 
 
 
 
 
 出 席 報 告 
例会日 10月13日 
 
会員数 出席 欠席 MU 出席率 
４０ ２１ １８ ０ ５４％ 

 
お客様 
サンティロ・ローズさん、李会長令夫人、吉田会員

令夫人、横堀会員令夫人、棚澤会員令夫人、川野辺

会員令夫人 
 
 ニ コ ニ コ BOX 

 

熊谷RC会長 中山政美様 

皆さん今晩は！熊谷南ＲＣの敬愛するおじさん達

はきっと、「男が知りたい女のからだ」あたりを期

待して居るのでしょう？残念でした。今晩はこの

テーマで私らしく真面目にお話を致します。そし

てホンモノのおじさんとして一度は考えて見て下

さい、御一緒に。 
李一孝会長 

10 月 8 日のムサシトミヨの越夏調査には多数の
各員の御参加ありがとうございました。 
本日は中山先生、卓話宜しくお願い申し上げます。 
棚澤正行幹事 

熊谷ＲＣ会長中山政美様、本日はお忙しいところ、

南クラブへお越し頂きありがとうございます。卓

話よろしくお願いします。 
会員の皆様、先日はムサシトミヨの越夏調査に多

数の参加を頂きありがとうございました。 
飯塚幸一会員 

中山先生本日はようこそ南クラブへ、歓迎申し上

げます。先生には娘が1人、孫2人御世話になり、
その節はお世話になりました。又今日は卓話楽し

みにしております。 
吉田博三会員、喜枝様 

中山先生ようこそ南ＲＣへお越し下さいました。 
本日の卓話楽しみに拝聴させていただきます。 
田島武会員 

熊谷ロータリークラブ会長中山政美先生、ご来訪

有難うご座居ます。本日の卓話楽しみにしており

幹 事 報 告 

委 員 会 報 告 



ます。 
新井正一会員 

中山先生には大変お忙しい中、当クラブへお越し

下さいましてありがとうございます。本日の卓話

宜しくお願いします。 
川野辺繁会員 

今日は中山先生の卓話、5月 9日の長女に、男子
誕生、お世話になりました。娘2人もとりあげて
頂き、我家では本当の恩人であります。今日妻と

もども卓話を聞かせて頂きます。 
佐川順一会員 

中山先生、今晩は。富士見中でいつもお世話にな

っております。本日は卓話楽しみにしております。 
澤田將信会員 

お世話になりますサワタです。中山先生卓話楽し

みにしてま～す。 
富山弘文会員 

中山先生、日頃ホテルご利用いただきありがとう

ございます。本日の卓話たのしみにしております。 
下田眞弘会員 

10月18日は、あいにくの雨の中、「ムサシトミヨ
の越夏調査」に、13名もの方々が参加して頂き、
ありがとうございました。結果はまだ解りません

が、解りしだい、報告させて頂きます。 
丑久保紀美会員 

中山先生、先日は写真ありがとうございました。

本日の卓話たのしみにしていたのですが、仕事の

関係でどうしても出席できませんがよろしくお願

いします。 
小野寺弘行会員 

日頃、欠席がちでイメージが悪く、皆様にご迷惑

をお掛けして大変申し訳けございません。この場

をかりて、おわび申し上げます。 
李美栄様 

今日は中山先生の卓話、楽しみにして参りました。

宜しくお願い致します。 
棚澤祥美様 

皆様、今日は大変お世話になります。中山先生の

卓話楽しみにして参りました。どうぞよろしくお

願い致します。 
横堀しのぶ様 

中山先生ようこそいらっしゃいました。主人が急

な出張の為、今日はお休みさせて頂きました。私

が二人分聞かせて頂きます。よろしくお願い致し

ます。 
馬場孝会員 

中山先生、本日の卓話楽しみにしております。 
どうぞ宜しくお願い致します。 
【会員誕生】 
新井正一会員 

誕生日を祝っていただき有り難うございます。 
【奥様誕生】 

清水武会員 

妻に美しい花を有り難うございます。 
忘れていました。思いださせて戴き有難うご座居

ました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊谷南ロータリークラブ 

クラブ会報委員会 大野英夫・馬場孝・ 
猪俣信雄・埼玉勝・佐川順一・加藤博・ 
下田眞弘・丑久保紀美 
TEL  048-522-6143 
FAX  048-522-6153 
E-mail: ksr@ps.ksky.ne.jp 

http://www.ksky.ne.jp/~ksr/ 


